
ベネッセ教育総合研究所は、

子どもたちの成長に寄り添う研究と

社会への発信を通して、

一人ひとりが学びに向かい、

今と未来を“よく生きる”ことに

貢献することを目指しています。

子どもは未来

◎鯨岡先生のインタビューを読んで、「繋
けい

合
ごう

希
き

求
きゅう

欲求」

という言葉を初めて知りましたが、「なるほど！」とと

ても納得しました。私は今、年長児を担任しているの

ですが、まさにこの自己充実欲求と繋合希求欲求のバ

ランスがうまくとれるような保育を心がけているので、

とても参考になりました。

◎品川区立平塚すこやか園の「運動会」の中での主体

性を育てる保育は、とてもわかりやすく、同じ公立園

として参考になりました。まず、基礎となる部分に、

保育者との信頼関係があり、そのための適切な言葉か

け、見守り、援助など、質の高い保育に感心しました。

子どもたち一人ひとりの丁寧な見方や方向性の出し方

など勉強するべき点がたくさんありました。「～してあ

げる」「～させる保育」から、一緒に考え、子どもの気

持ちを引き出す保育への転換が必要だと気がつきまし

た。

◎子どもを「主体」としてとらえることが大切である

とわかっていても、実際の保育が始まるとクラス一人

ひとりの「主体」を考えてばかりいられないジレンマ

の中で、現場の先生たちが日々、葛藤しながら、子ど

もと向き合っています。そのような中で、鯨岡先生の

「『私』と『私たち』ふたつの心が主体をつくる」とい

う見出しが心に響きました。子どもの「主体性」に光

がさした感じがし、すぐに現場の先生たちに紹介しま

した。これから、この内容をどう保育に活かしていけ

るか……実践あるのみです！

◎大人がよかれと思っていることが、子どもにとって

は過剰な援助である場合がある……この言葉にハッと

させられました。手助けしてやることが保育者の援助

と思いがちですが、自分から何かをしようという気持

ちが起こるような援助をしていきたいです。

◎鯨岡先生の解説を読んで、「そうそう！」と共感した

り、「私もこういうことが言いたかった！」と納得した

りしました。「私たちは自分で自分を好きになるから満

足なのではなく、実は周囲の人が認めてくれる自分だ

からこそ、自分のことを肯定できるのであり、実際に

は他者の存在が欠かせません」という内容は本当に共

感しました。このような保育が実践できたら、子ども

の自尊感情が高まると思いました。

（栃木県・私立幼稚園）
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取材で、ある園の園庭を見学しました。子どもの遊びの質
を考えた工夫が園庭にちりばめられていて、感動しました。

でもそれがわかったのは園長先生から補足説明を受けながら見学したからこ
そ。自分の目で見ただけでは気づかない点ばかりでした。保護者も私と同じ
かもしれません。保育の「結果」だけでなく、「先生がたの思い」を伝えるこ
とが大事だということを痛感しました。（橋村）
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